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乳房炎の防御 ⑤ 

 

尾や肢蹄の汚れは、乳房も汚染します。きれいな牛体の維持は、乳質管理のためにも

大切です。 

 

 

 

尾、特に先端にふさふさの毛が汚れていると、牛は後

こう

躯

く

を汚くしやすくなります。ハエを

追っ払うため、尾はその役目は果たしていますが、汚れた尾ではかえってハエをおびき寄

せる結果を招いてしまいます。牛床の敷料にも細菌が運び込まれやすく、乳房炎のリスク

を高めます。 

 

パラレルパーラー、ロータリーパーラーの外側搾りのよ

うに牛の後方からユニットを装着する場合、尾の汚れは搾

乳時の手間も余計にかかりやすくなり、衛生管理にも影響

します。 

 

尿や泥で濡れた尾を近くで振られると、人の作業服も汚れてしま

います。こうしたちょっとした汚れや乱雑さを次々と許容してしま

うほど、農場の生産性の低下にもつながります。 

 

根本的な解決のためには、汚しやすい場所をきれいにする、ある

いは汚れづらくすることでしょうが、簡単で、すぐに対処できるこ

とは、“尾の先端のふさふさを取り除く”ことでしょう。 

少々尾が汚れていても、手袋をはいてカマなどで注

意深く先端をすいてやれば、結構きれいになります。そしてその結果は、す

ぐに実感することができるでしょう。 
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ある酪農家は、搾乳ワゴンにディッパーなどの道具

の他、はさみを乗せていました。奥さんがたまに搾乳

の合間に尾の先端部の毛を中心にカットし、牛体の汚

れを防いでいました（右写真）。 

 

場合によっては断尾も考えられますが、尾全体より

も先端のふさふさ部分の汚れによる影響が特に大き

いので、はさみやカマでほぼ解決できるのであれば、

試してみる価値はあるでしょう。 

 

ちなみに草食動物である牛の視野は約 350 度もあるそうです。尾は牛の死角となっ

ている後方をセンシングするための道具でもあります。不安や危険を感じた乳牛がや

たらに尾を振り回すのは、 

こうした理由があります。 

 

 

 

1900 年代の旧式「搾乳システム点

検表」。一部ではまだ使われているよ

うですが、乳房炎防御のため、搾乳

機器に求められるレベルも高まって

います。 

10年以上前に全道的に変更された

点検手法による帳票が有益です。 

安定した高い性能が

特に求められるバケッ

ト。決して抜け落とせな

い大切な点検事項です。

ミルカー

の点検 


